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マンハッタンでウサギを
飼いた～いの巻

カワグチマサヨ
ニューヨーク在住のフリージャーナリスト。他にコ

ナミの人気ゲーム「ときめきメモリアル」の片桐彩子

役（声優）をはじめ、現在、関東地方のベイFMで

「ニューヨークリポート」（毎週金曜日午前8時すぎ）、

テレビ朝日のニューヨークレポーターとして出演中。from NewYork

illustrator : Satoko Kido

そこでさっそく全米のあちこちにある、ハウスラビットソサエティー

の中からニューヨークをクリックして「うさぎの養子に大変興味があ

るので一度お訪ねしたいのですが・・・」とE-mailしてみたの。そし

たら、すぐメリーさんという白人女性からご返事がきて「詳しいこと

をお話ししたいのでいつでも電話してください」とのこと。緊張して

電話したら、メリーさんは16匹の恵まれないウサギたちをニューヨー

ク郊外の自分のアパートで世話をしながら、ウサギたちの新しい親を

探している心優しい人でした。真面目に養子を考えている人にしかバ

ニーたちを見せないそうで、ただ単にウサギを見にくるだけじゃダメ。

厳しい気もするけど、それだけ活動も真剣でウサギへの気持ちも強い

のだと思うわ。日本人だと言ったら、何年アメリカにいて、もし帰国

することになったらどうするの？と質問されたわ。というのも、以前

日本人の女の子がウサギをもらって帰り、

少し経ってから今度は帰国するからと簡単

に返しにきたことがあったらしい。ガ～ン

（日本人というだけで、同じグループに見ら

れちゃうからね）。

電話でウサギのカゴはどういうのがいいか

とか、マンハッタンでのラビットドクターは

どこにあるとか、アメリカでのウサギの飼い

方のノウハウを詳しく教えてもらったの。後

日、ウサギ小屋など準備ができたらお訪ね

することになりました！

さっそく、ウサちゃんのかごを見にユニオ

ンスクエアの巨大ペットショップ「PETCO

（ペトコ）」へ行ってみた。思わずかわゆく

て買ってしまったのが写真のこの本。ウサ

ギをもらうまでには、先はまだまだナガ～イのです。

話は変わるけど今年、朝日新聞のデジタル広告賞の特別審査員を

することになったの。詳しくは下をどうぞ。締め切りが迫っていま～

す。腕に自信のあるかたはぜひ！飛んでみたら？？ぴょん。ぴょん、

ぴょん。では。また。ババイ、マッシー：）

ハロー！調子はどう？中秋の名月みたぁ？今年は29年ぶりの皆既

月食なんだってね。「Moon tool」をダウンロードして、その日の正

確なお月さまを絵でチェックしてま～す。月といえば日本ではやはり

ウサギだけど、アメリカでは「フェイス・オブ・ザ・ムーン」で、人

の顔に見えるそうよ。

ところで、私が子供の頃から大好きなウサギを残忍にもいじめて殺

してしまうというニュースが日本で相次ぎ、心を痛めているの。マン

ハッタンのテレビであのニュースを見たら、

一日中気持ちが暗くなってしまう。怒りと

哀しみで頭が爆発しそうよ。ひどすぎ

る！！ウサギは鳴き声も小さくて、抵抗も

できない弱い動物なのに…。グスッ。（；；）

やるせない気持ちのまま、何げにキーワ

ードで「ウサギ」や「Rabbit」をサーチし

てみたら、日本語や英語のいろんなページ

が出てきた。＾＾）「長寿ウサギ」は、家

の自慢ウサギの写真を使って、バーチャル

でウサギにお月見させようという企画がか

わゆかったし、ピーターラビットの故郷、

いつか行きたい英国の湖水地方の旅日記も

見つかったヨ～。

夜中まで赤目でウサギサーフィンしてて、

すっかり目＆心を奪われたのが「ハウスラビットソサエティー」のペ

ージ！なんとウサギのAdoption（アダプション）、養子縁組みネット

ワークが展開されていたの！つまりウサギのバーチャル孤児院で、飼

い主に捨てられたウサギ達をなんとか救おうという優しい組織なので

した。インターネットを通じてウサギを助けているのよ。スバラシー！

ページのかわいいウサギたちの写真の表情が泣かせる。思わずジンと

きちゃった。「ウサのカニンはクリスマスの少し前に捨てられていまし

た。拾われたときは耳がひどく傷つけられていて痛々しかったのです

が、いまではとても元気になりました。ソファの上でジッとしている

おとなしい子です」とか、ウサ写真には一匹づつコメント付きです。

さらに、ここではラビットケアニュースやウサギ会議の内容報告も行

われていて、かなり本格的な内容です。

じっと見ているうちに、やっぱり私もウサギを飼いた～い！という

思いがムクムクと沸いてきた！実家は大の動物好き、子供の頃からい

ろいろ飼ってたけど、渡米前6年間、私はグレイのミニウサギと共にい

た。ミニとはいえ「オミちゃん」はよく食べていたので、みるみるう

ちに大きくなったけどね。また私の「ウサギ欲しい」病がはじまった。

【ハウスラビットソサエティー http://www.rabbit.org/
（いいページだね）】http://www.rabbit.org/translations/japanese/（日本語）

【長寿ウサギ（ウサギのお月見もあるよ）】http://www.linkclub.com/~rabbit/chouju.html
【何見てんだよう（こんなウサもみてみて）】 http://www.marin.or.jp/michi/usagi/nani.htm
【朝日新聞デジタル賞】 http://www.asahi.com/ad/clients/daward97/

リアルオーディオをインストールしてLet's GO!!
Masshy From NY Radio http://home.impress.co.jp/magazine/inetmag/nyradio/

＜毎週金曜日夜アップデート＞
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